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中 お あ 糸 と と 玄 は 者 らき 喜t与え� i � �� 「毛沢東最後の挑戦」 合 意 z t: ;
のは ろ 、 教味 、い し にる 。の
向 、い読 えな中夫元 桑原寿二・柴田穂・ い 複桑中 こ
窓東 。み てり国 中嶋嶺雄ほか顔雑原因 と

の外 ゃ く背でそ し怪氏簡は
三大 す れ景起ん （ダイヤモントタイム社・1200円） て奇が題

氏の い るな こ な るで「研 な
、い 。 のり つ 評 しもで評外の うなばけ 、文究か

桑わ そ がをて者れ 当 き者漢だぐいり ど ぼ 草のな
原ば し 本考いでな然ながでか ら」 わ 、く 、第か
寿「 て 書えるもいかい 理あらい とか さ ら こ ーわ
二老

、 でる こ 何 。もの解 る門ないら つもれ人か

－
柴
田
穏・

中
嶋
嶺
雄

を
中
心

に
十

名
の
学
者・
専

門
家
の
討

論
を
ま

と

め
た
も
の
で
あ
る。

御
三

方
に

し
て
も、
決
し

て
意
見

が
一
致
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が

中
国
を
情
緒

的
で
は
な
く
実
証

的
に

分
析
す

る
と
い

う
点

に
お
い
て

、
共

通
の
研
究
姿
勢

を
保
っ

て
お
り

、
そ

れ
だ
け
に

、
説
得
力

あ
る
話

が
展
開

さ
れ
て
い
る

。

第一
部

、
毛
沢

東
と
周
恩
来

の
ド

ラ
マ

、
第
二
部
・

中
国
経
済

の
挫
折

と
再
建

、
第
三
部－

w
毛・
周
以
後u

を
め

ざ
す
権
力

闘
争

、第
四
部・
「

国

家
外
交」

か
「
革
命

外
友」

か
、

第

五
部・
毛
沢

東
最
後

の
挑
戦

、
と
あ

る
が

、
そ
の
い
ず

れ
も
が
キ
メ

の
細

か
い
整
理

が
さ
れ
て
お
り
密
度

も
濃

く
、

座
談
会

も
の
と
し

て
は
出
色

の

編
集
と
い
え
よ

う
。

巻
末

の
資
料

も
手

が
こ

ん
で
お
り

特
に
「
天
安

門
事
件

の
背
景」
と
題

す
る
論
稿
と
政
治
体

制
図

が
よ
い

。

書

評

天章史るれ い 分 る湾 題
〔民 ・ と 4 て本 。析 「現代中国の政治 の のわ研本

論 果 現 ？ざお 蓄 に は学が究書
ポ 文て 代 長 りは は と経済」 あ者国家は
ラ 〉 し〈 如 、 、 、 り の での
f がな村三そ十 剖 吉田忠雄・李天民編著 が論は論台
干 タ き松？れ一 目 た文紹文湾
1 メ 同畷中ぞ章 さ （新評論社・1800円） いが介集と

、 に 志論国れに れ 。収さ で日
竺 な の文にがよ るけ つ共方中相な国も何めれあ本
水 つ闘〉お 勉り こ にて通や国違り 人彼とらにるの
高た争 とけ強構 と 、い 項発的は思 。 らいれく 。中
志 。〈第るに 成 がそ るを想考 あ想体は っ てい 国〕 李三歴なさ 多のだも のえれの制中てい台 間

空
間
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
幻
想
の
ヴ
ェ
ー

ル
を
か
け：
：
：」
と 。

共
産
主
義
者
た
ち
は 、「
そ
こ
に
共
産

主
義
思
想
が
あ
る
か
ら
信
仰
す
る」
と

い
っ
た
姿
勢
で 、
自
己
の
根
源
的
思
索

か
ら
出
発
せ
ず
し
て 、
。

主
義
者
。
と

な
っ

て
し
ま
う 。
さ
ら
に 、
そ
れ
が 、

「
収
容
所」
国
家
に
い
た
る
道
で
あ
る

乙
と
を
な
か
ば
知
り
な
が
ら 。

全
体
主
義
H

共
産
主
義
が
誘
惑
的
な

相
貌
を
濃
く
し
て
い
る
今
日 、
わ
れ
わ

れ
は 、
人
聞
の
精
神
と
社
会
の
あ
り

方

を 、
生
と
死
の
深
淵
か
ら
関
い
な
お
し

て
ゆ
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か。

本
書
の
中
に
は 、
近
代
人
の
悲
劇
と

果
敢
に
闘
っ

て
き
た
先
人
た
ち 、
キ
ル

ケ
ゴ
ー

ル 、
マ
ル
ク
ス 、
ウ
ェ
l

パ
1 、

シ
モ
ー
ヌ
・
ウ
ェ
l

ユ 、
そ
し
て
サ
ル

ト
ル
や
カ
ミ
ュ

等
の
思
惣
が
明
解
に
紹

介
さ
れ 、
検
証
さ
れ
て
い
る 。
そ
し
て

そ
と
に 、
哲
学
と
し
て
の
民
主
社
会
主

義
思
想
の
新
展
開
へ
の
芽
が
若
々
し
く

息
づ
い
て
い
る 。

ち
な
み
に 、
本
書
（
昭
和
四
十
八
年

刊）
は
氏
の
『
経
済
哲
学』
三
部
作
の

最
終
巻
に
あ
た
る 。

（
日
向
陽
介）
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